
南九州マツダ 健康宣言 

当社の企業理念に沿い、お客様の豊かなカーライフを実現するためには、社員一人ひ

とりが健康で活き活きと働くことが不可欠です。当社は、会社の成長を支える社員と

家族の心身の健康を最重要財産と捉え、健康保持・増進活動に対する積極的な支援と

組織的な健康づくりの推進によって、社員が活き活きと働くことで、豊かで快適・健

康な社会生活と経済の発展に貢献する会社を目指します。 
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株式会社南九州マツダ  

代表取締役 工藤勝正  

 

南九州マツダ 健康管理方針（2019 年 8 月 1 日制定） 

第１条（目的） 当社は、「南九州マツダ健康宣言」に基づき、社員及び家族の心身の健

康保持・増進と健康で快適な職場環境の形成を目的として、健康管理についての方針を

定める。 

第２条（態勢） （１）当社は、健康管理を推進・実施するため、代表取締役社長を責任

者とする健康経営推進チームを組織する。 

（２）健康経営推進チームは、健康管理に関して年間あるいは中期的な実施計画を定め、

衛生委員会等とも連携しつつ、実施計画を推進する。 

第３条（取組内容） 当社は、社員一人ひとりが心身の健康保持増進に自律的に取り組め

るよう、健康づくりを支援する。法令遵守を基本とし、予防医学の見地から、以下の枠

組みを体系的かつ包括的に健康管理を実施する。 

（１）０次予防：職場のコミュニケーションの活性化等により、職場の環境を改善に資す

る取組を推進する。 

（２）１次予防：研修等による社員への健康啓発や予防接種の実施等により、「疾病予防」

に資する取組を推進する。 

（３）２次予防：健康診断等の実施徹底や健康診断後の保健指導等により、「疾病の早期

発見・早期措置」に資する取組を推進する。 

（４）３次予防：休業と職場復帰制度などの規定や体制の整備等により、「疾病の再発防

止・重症化予防」に資する取組を推進する。 

 

健康経営推進チーム（23名） 

  代表取締役社長を責任者とする役員等経営責任者、健康保険委員、看護師からなる健康

推進チームを組織し、全国健康保険協会や産業医等と連携し、健康経営取組計画の策定、

実施、検証を実施して参ります。また、取り組みや検証の結果を株主・取締役会・経営

会議等で討議し、更なる改善取り組みを推進して参ります。 

 

南九州マツダの健康課題 

 現代社会において高ストレス者の割合が急増しておりますが、当社においても同様の懸念

が推察され、数年前より働き方改革やキャリアサポート、社員間のコミュニケーション対

策に注力して参りました。しかし、一部の専門職に高ストレス者が上昇傾向にあり、業務

負担の軽減が課題となっています。また、健康診断後の 2次検診や任意健診、特定保健指

導の受診者割合が低いことから、健康管理に関する社員の意識が低いと推察されます。 

 



健康課題改善の具体的な取り組み 

 ・管理職や従業員へ健康に対する研修や情報提供を行い、健康リスクと当社の現状を認識

してもらい、職場の健康意識を高めて参ります。 

 ・始業時の体操やストレッチ、自動販売機へのカロリー表示や特定保健用飲料の設置、万

歩計や血圧計などの健康器具の活用、熱中症対策など、職場環境の更なる整備を図って

参ります。 

 ・ＩＴシステム化やノー残業デー、マネジメント層の支援を更に高め、チームワークで業

務に取り組み、心身の負担を軽減して参ります。 

 ・スポーツイベントの開催やサークル活動支援を継続し、運動習慣の定着を支援して参り

ます。 

 ・社内外の健康相談窓口の早めの活用や任意健診の更なる活用を積極的に促進し、早期発

見・早期治療を促します。 

 ・感染症予防接種や被扶養者の特定健診などへの補助支援を、引き続き実施いたします。 

 ・ＧＬＴＤや配置転換、ならし勤務など、治療と職場復帰の両立支援を引き続き実施いた

します。 

 

取組指標実績値 

 
健康診断

受診率 

精密検査

受診率 

保健指導

参加状況 

総労働 

時間 

所定外 

労働時間 

有休取得

日数 
勤続年数 

2018 100% 73.1% 20.0% 177h 15h 5.3日 15.3年 

2019 100% 83.6% 48.6% 172h 11h 9.0日 16.2年 

2020 100% 80.3% 95.0% 168h 7h 8.9日 15.8年 

2021目標 100% 90.0% 100% 170h 9h 9.5日 16.0年 

 

生活習慣病リスク実績値 

 腹囲 血圧 血糖 脂質 運動 喫煙 飲酒 睡眠 

2017 45.8% 50.0% 15.6% 32.1% 14.8% 44.2% 41.5% 54.6% 

2018 46.4% 51.9% 18.1% 30.9% 12.8% 44.1% 43.4% 55.6% 

2019 45.9% 53.2% 18.5% 34.5% 11.4% 45.2% 40.9% 53.5% 

2020 50.3% 53.6% 16.9% 35.9% 13.1% 44.2% 39.9% 60.8% 

2021目標 48.0% 50.0% 15.0% 30.0% 14.0% 40.0% 38.0% 62.0% 

 

仕事のストレス判定図数値 

実施 

年度 

 

回答率 

高ストレス者 ストレス要因 健康リスク 

人数 割合 量的 

負担 

ｺﾝﾄﾛｰﾙ 上司の

支援 

同僚の

支援 

量･ｺﾝﾄ

ﾛｰﾙ 

職場の

支援 

総合 

2017 100% 74 16.4 9.5 7.6 7.9 8.2 108 95 103 

2018 100% 87 19.5 9.5 7.6 7.9 8.1 109 95 104 

2019 99.7% 96 21.6 9.5 7.6 8.0 8.2 108 94 102 

2020 100% 96 21.6 9.1 7.7 7.9 8.1 104 95 99 

目標 100% 90 20.6 9.0 7.6 8.0 8.2 103 94 98 

 



【基本情報】
FY20年度末時点

【戦略マップ】FY21

従業員等の男女比率 男性85％、女性15％

従業員等の平均年齢 43.0歳（男性43.0歳、女性42.5歳）

拠点 本社：鹿児島市、拠点：熊本県・宮崎県・鹿児島県

人的健康資源

健康投資

健康関連の最終的な目標指標
従業員等の意識変容・行動変

容に関する指標

健康投資施策の取組状況に関

する指標

健康投資効果

健康経営で解決したい経営

課題

健康に関するセミナーや

研修の開催

健康管理システムの導

入

定期健康診断、任意

健診、予防接種の実

施・補助・支援

様々な効果に関連する

健康投資（＊）

生活習慣改善に関する

メール配信

(健康ニュース）

食事セミナーの実施

休暇・時短制度 健康管理システム 健康経営に関する理念

健康経営に対する経営

者・役員のコミットメント

環境健康資源

企業風土

健康資源

総人員当り営業利益の増加

企業価値

定年退職後も高いクオリティー・オブ・ライフを維持する

社会的価値

女性セミナー参加率
生活習慣改善に関する

メールの閲覧数
イベント参加率

飲酒習慣のある従業員等

の割合

残業時間

定時退社遵守率
任意健診割合 予防接種の割合

メンタルヘルス研修参加者

数

健全な食生活を送る従業

員等の割合

運動習慣のある従業員等

の割合
喫煙者比率睡眠時間 仕事満足度 アブセンティーイズム プレゼンティーイズム ワーク・エンゲイジメント

（＊）基本的に「健康投資」と「健康投資施策の取組状況に関する指標」は1対1で対応する。しかし、中には複数の

「健康投資施策の取組状況に関する指標」に対応する「健康投資」も存在するため、そのような「健康投資」を「様々な

効果に関連する健康投資」とする。

運動習慣支援

休暇制度、時短勤務

制度の導入

イベント参加率の向上

オプションや予防接種実

施者の増加

感染者ゼロ

メンタルヘルス研修参加

者数の増加

女性セミナー参加率の

向上

生活習慣改善に関する

メールの閲覧数の増加

残業時間の削減

定時退社遵守率の向

上

営業支援システムの運

用・業務手順見直しに

よる効率化

新型コロナ感染拡大防

止対策

スポーツイベントの実施

交流イベントの実施

メンタルヘルス支援

法定外健康診断の拡

大

生活習慣改善に関する

メール配信

（健康ニュース）

女性特有の健康支援

生活習慣病リスク保有

者の割合の低下

飲酒習慣のある社員の

割合の向上

睡眠時間の増加

健全な食生活を送る社

員の割合の向上

運動習慣のある社員の

割合の向上

アブセンティーイズム

（病気で休むことにより

失われる生産性）の低

減

ワーク・エンゲイジメント

（仕事に対するポジティ

ブで充実した心理状

態）の向上

プレゼンティーイズム

（勤務中の体調が万

全でないため失われる

生産性）の低減

高ストレス者の割合の

低下

不健康や疾病によ

る生産性低下の防

止

がん検診、精密検査の

実施率の向上

仕事満足度の向上


